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-------------------------------------------------- 

  

【１】「第４回日本応用老年学会年次総会」 in 沖縄 

   

日時 ： 2009 年 11 月 7 日 

場所 ： 沖縄「おきでんふれあいホール」 

テーマ： 「百寿者からのメッセージ」 http://www.sag-j.org/event/ 

  

「プログラム」詳しくはこちらから 

http://www.sag-j.org/event/091002-pro.pdf 

  

「インフルエンザ対策」詳しくはこちらから 

http://www.sag-j.org/event/091019-inful.pdf 

  

  

--------------------------------------------------  

  

【２】 学会誌「応用老年学」投稿論文募集のお知らせ 

  

会員の皆さまの情報をホームページでご紹介させていただ 

いております。 

  

次号発刊予定：２０１０年５月（Ｖｏｌ．４ Ｎｏ．１）  

原稿募集締切日：２００９年１２月２０日 



  

※詳細はこちらから 

 学会ＨＰ「学会誌」  

http://www.sag-j.org/books/ 

--------------------------------------------------  

  

【３】 ホームページ NEW！ 

  

会員の皆さまの情報をホームページでご紹介させていただ 

いております。 

  

●書籍紹介 NEW！10/22 

「脳卒中データバンク２００９」 

 

※詳細はこちらから 

 学会 HP「関連出版物」書籍紹介規程 
 http://www.sag-j.org/books/ 

  

--------------------------------------------------- 

  

【４】 「アクティブシニアの食⑬」産経新聞掲載（連載） 

日本応用老年学会理事長 柴田博 

  

№13 牛乳の有用性 メタボ予防、長寿効果も   

    (2008/01/13 掲載)  

  

 戦後日本人の身長が伸び、感染症による死亡率や脳卒中 

死亡率を減らすことに大きく貢献した食品の一つに牛乳があ 

ります。しかし、牛乳が体に悪いことを主張する本がベストセ 

ラーになったりして、牛乳の摂取にブレーキがかかっています。 

  牛乳が体に悪いことをカルト的に主張する本が周期的にバ 

 カ売れします。３０年あまり前にも、「白砂糖、精製した食塩、 

 白米、牛乳…白いものはすべて、体に悪い」などという説が結 

 構はびこったことがあります。 

  筆者は、昨年１０月１４日付の本コラムで、地域の高齢者の 

 １０年間の追跡調査で牛乳を毎日飲用する人は明らかに長生 

 きすることをグラフを用いて示しました。長生きするのみでなく、 

 身長の縮み方も牛乳を飲まない人より少ないことが分かった 

 のです。 

  今回は別のデータを紹介します。昨年、２００５年の国勢調査 

 に基づく都道府県別平均寿命が発表されたのは周知の通りで 

 す。長野県が、男性で１位、女性では５位で、総合すればトップ 

 であることが分かりました。 

  ところがこの長野県の牛乳摂取量が日本一であることは案外 

 知られておりません。図に示したように、長野県のカルシウム 



 摂取量は全国平均を１０％も上回っています。高齢者において 

 も全国平均を上回っています。 

  日本人は少なくとも１日６００ミリグラムのカルシウムを摂（と） 

 るべきであるといわれながら、毎年１０％近くそれを下回ってい 

 ます。長野県は立派に６００ミリグラムの基準を上回っているの 

 です。 

  長野県の牛乳飲用量がすべての県を上回っているか否かを 

 証明するのは容易なことではありません。都道府県別の食品 

 や栄養素摂取は明らかになっていません。熱心な県のみが独 

 自の調査（毎年とは限らない）をしているに過ぎないからです。 

  しかし、各都道府県の県庁所在地の１世帯あたりの年間購 

 入量を示す家計調査年報により、推定することは可能です。 

 ちなみに、図に示した平成１０年度でみますと、全国の県庁所 

 在地のうち、長野市の牛乳購入量がトップでした。 

  県庁所在地の傾向は県全体の傾向をかなりよく反映するも 

 のと考えられます。少なくとも、長野県の牛乳飲用量は日本の 

 トップレベルにあることは疑いありません。 

  牛乳のタンパク質には血圧を下げるなどのさまざまな生理活 

 性作用があります。牛乳２００ミリリットルに含まれる飽和脂肪 

 酸は人間に必要な飽和脂肪酸全体の４０％くらいを占め、どう 

 しても必要です。 

  この５年くらいの間に、牛乳を飲用することがメタボリックシン 

 ドローム（内臓脂肪症候群）の予防になることを示すデータが 

 続々出されています。牛乳を飲用すると太るというのは、まっ 

 たく根拠のない迷信なのです。 

  牛乳はアミノ酸価１００％のもっとも人類にとって大切な食品 

 であることを銘記しましょう。 



   

以上 

――――――――――――――――――――――――― 

・ 内容、記事に対するご意見、ご感想、ご要望などは、 

  日本応用老年学会「E-mail : info@sag-j.org 」 までご連絡  

  お願いいたします。 

  

・ このメールマガジンは、日本応用老年学会会員・関係者の 

  皆さまに配信しております。 

  配信の停止は「E-mail : info@sag-j.org 」 までご連絡お願い 

  いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

  編集・発行: 日本応用老年学会事務局 

  （掲載記事の無断転載を禁じます） 
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 日本応用老年学会事務局  

〒173-0015  東京都板橋区栄町 35-2  

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

研究所 自立促進と介護予防研究チーム内  

℡：03-3471-2370   

E-mail:info@sag-j.org 

日本応用老年学会ホームページ 

 http://www.sag-j.org/  
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